
（今週の祈り）*祈りのしおり、宣教祈祷カレンダーも用いてください 

＊コロナ禍にあって主に守られ、家庭、職場、地域社会にあって主のあかしと宣教のために

励むことが出来ます様に。 

＊西村兄・黄姉ご家族の教会生活と来春からの奉仕への導きと備えのために。 

＊来年度からの牧師招聘のために。招聘委員会のために。 

＊クリスマス礼拝・行事の準備のために。 

＊病床にある方々、体調を崩している方々の回復のために（山下兄、熊井（悦）姉、山中

兄、安平（有）姉、滝原姉、児玉さん（のぞみ会）のために。 

＊新型コロナウィルス感染症の終息のために。感染した人たちの回復と医療従事者、また為

政者と種々のリーダー、経済対策と支援、ワクチン・薬の開発等のために。 

＊たまプラーザキリスト教会（佐久間 章師）、八重山福音光る海教会（相山扶師）のため。 
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【奉仕当番】 

今週（司会）平塚兄（奏楽）田村姉（受付）苫米地姉（感謝祈祷）熊井真姉（PJT）― 

   （録音）平塚兄（掃除）伊東姉・田村姉/佐藤兄・田村師（お花）谷藤姉（週報）田村師 

（来週）（司会）山本兄（奏楽）羽鳥姉（受付）苫米地姉（感謝祈祷）佐藤兄（PJT）― 

    （録音）山本兄（掃除）羽鳥姉・内田弘姉/内田和姉・熊井姉（お花）山本由姉（週報）田村師 
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   ＊聖書は新改訳 2017を使用しています。 

   ＊印の個所は御起立ください（ご無理の方は着席のままで） 
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（黙祷） 

詩篇 119篇 1－4節（旧ｐ1060） 

福音讃美歌 253「威光・尊厳・栄誉」 

週報の裏 

 

創世記 15章 1－6節（旧ｐ21） 

「主のことばが臨むとき」 

福音讃美歌 418「いつも私を支え」 

創世記 15章 6節（旧 p21） 

（献金は自由です） 

 

週報の裏 

福音讃美歌 272「みつにましてひとつの神」 
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【報告と消息】 

＊礼拝にようこそ！ 本日ご説教奉仕をしてくださった西村忠光兄に感謝いたします。また 12

月 13日は筑波福音基督教会で奉仕いたしますのでお祈りください。 

＊先週の礼拝に吉橋雄介兄、遠田ゆりな姉が出席されました。来主日予定していた婚約式は

コロナの影響で延期されるようです。 

＊コロナの感染がまた全国的に拡大していますので、油断することなく予防に努めましょう。 

＊牧師招聘の件については委員会の議事録をお読みください。 

コロナ感染防止のため三密、マスク着用、手洗い、消毒、換気に十分注意しましょう。礼拝

後、ただちに全員で礼拝堂等の消毒に当たります。 

＜お誕生日おめでとうございます＞ 谷藤詩子姉（17日）、内田弘恵姉（20日） 

＜来主日の礼拝>  聖書：ヨハネの手紙第 1・2：18－25  福音讃美歌：344 

【今週と来主日の予定】 

15日（日）CS、礼拝（説教：西村忠光兄）、TEAPOT、成人科 

17日（火）田村師：KG奉仕 

18日（水）祈祷会（19：00～ 

19日（木）祈祷会（10：00～）学び会（11：00～） 

22日（日）CS、礼拝、TEAPOT、成人科  ＊昨日、牧師招聘委員会と役員会が持たれました。 

【来信】     

・八重山福音光る海教会・宣教ニュース No.32、九州キリスト災害支援センター。 

 


